
横浜国立大学 男女共同参画推進センター

〒240-8501神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79-4 経営学部1号館8階(N3-4)

　男女共同参画は国を挙げてのプロジェクトに
なっており、本学でも2013年 4月に活動拠点と
なるセンター（通称：さんかくセンター）設立と
なったことは極めて喜ばしいことと思います。
　本学では、以前から男女共同参画推進室を中心
に、学内への認可保育所の招致など、近隣自治体
との連携を含め、多くの施策の整備を心がけてき
ましたが、対応すべき事案は様々で、個別の事情
も異なることが多く、なかなかきめ細かい対応が
しにくいことを心苦しく思っておりました。
　センターが、様々な人生の節目で重なりがちな
事案への対応支援や同様な体験でのノウハウの
共有など、組織としての体制の整備から具体的な
施策まで少しでも小回りのきくお手伝いができ
れば、教員も職員も学生も輝くキャンパスが
できるものと考えております。
　まずは、センターを使っていただくことが第一
と考えます。皆様の協力をお願いいたします。

男女共同参画推進センター長
理事（国際・評価担当）・副学長

山 田  均

E-Mail sankaku@ynu.ac.jpTel ・Fax 045-339-3234（内線3234）

●男女共同参画に係る一般的な施策
の実施・調整
●各部局、外部機関（学内の保育園等）
県内自治体等との連携
●男女共同参画にかかる情報収集・
広報活動

●研究支援員制度の運用
●みはるかす研究員制度の運用
●サポーターバンクの運営・管理
●女性研究者への個別相談対応
●講演会、各種セミナー等の企画・実施

男女共同参画推進センター

運営委員会

男女共同参画部門女性研究者研究支援部門

センター長ごあいさつ

センター長、副センター長
男女共同参画部門（各学部・大学院選出教員、事務職員等）
女性研究者支援部門 女性研究者支援コーディネーター

カウンセラー / 研究支援員（ ）
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●横浜市営地下鉄「三ツ沢上町」駅下車徒歩約20分弱
●「岡沢町」バス停下車徒歩約５分 またはキャンパス内各バス停下車
　横浜駅西口10番乗り場「浜５系統 交通裁判所循環」バス、
　　　　　　　　　　　 「浜10系統 横浜国立大学経由横浜西口」バス
　同11番乗り場「202系統 循環外回り」バス
　同14番乗り場「201系統 循環内回り」バス
　同14番乗り場「  01系統 中山駅行き」バス

横浜国立大学 アクセスMAP

横浜国立大学

男女共同参画推進センター



備品

　妊娠、育児、介護などのライフイベントにより、
研究時間を確保できない女性研究者（配偶者が
研究者である男性研究者を含む）を支援するため、
大学院生などを研究支援員として雇用し、配置
する制度です。 研究支援員は、研究者のもとで
補助業務（実験補助、資料収集など）をしながら
研究に必要な技能や知識を習得して、自身のスキ
ルアップにつなげています。

　育児や介護などにより研究中断をしたものの、
研究の再開を希望する女性研究者に研究の機会と
場所を提供して、次のステップへ進めるよう支援
する制度です。公募の際に求められる資格は、
博士号を取得していること、横浜国立大学に受け
入れ教員がいること等です。女性研究者が将来を
見据えて進んでもらいたいという願いを込め、
本学の学生歌「みはるかす」から命名しました。

　一時休憩（女性優先）や子ども同伴時などに
利用できます。

研究支援員制度 サポートルーム

　( 財 ) こども未来財団の「ベビーシッター育児
支援事業」と連携し、割引券を配布しています。

ベビーシッター割引券

みはるかす研究員

　本学の学生をはじめ、学外の研究者、地域の
方々にサポーターとして支援していただく仕組み
です。 研究支援員やボランティアとして、セン
ターの事業にご協力いただいています。

サポーターバンク

　２-３ヶ月毎にランチミーティング形式で開催

●男女共同参画推進センター設立記念講演会
●男女共同参画の意識啓発のため学内管理職
対象講演会
●教職員向けセミナー
●学生向けセミナー
●市民向け公開講座
●オープンキャンパス時の女子高校生向けセミナー

役員と女性研究者との意見交換会

講演会・セミナー等

す」から命名しました。

情報提供 各種相談

コーディネーター （内線 3234）
カウンセラー       （内線 3153）
sankaku.soudan@ynu.ac.jp

啓発活動教育・研究支援 育児・介護支援

ソファベッド（毛布、シーツ、枕装備）２台
LAN接続パソコンと机、センター執務室の冷蔵庫、
電子レンジ、食器類の利用が可能です。

　センターには、ライフイベント期の相談が
できるコーディネーター、カウンセラーが
います。また、内容によっては適切な相談先を
ご紹介することがあります。

コーディネーター／カウンセラー

●研究とライフイベントの両立　●出産前後の対応
●代替非常勤の派遣　●サポートルームの紹介
●研究支援員制度の案内
●キャンパス内の整備（夜間照明、トイレ等）

相談事例

など

http://www.sankaku.ynu.ac.jp/

　センターの行うイベント、募集
など男女共同参画についての
各種取組みに関する最新情報
は、こちらからご確認ください。
申込、申請に関する書類も
ダウンロードできます。

さんかくセンターウェブサイト

　年４回発行し、学内外の男女共同参画
推進の事業や情報を発信しています。

さんかくニュース


